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富
士
山
頂
も
９
日
調
査

観
測
・研
究
計
画
を
発
表

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「富
士
山
測

候
所
を
活
用
す
る
会
」

（理

事
長

・
畠
山
史
郎
東
京
農
エ

大
教
授
）
は
４
日
、

今
夏
の

観
測

・
研
究
計
画
を
都
内
で

発
表
し
た
。

独
立
行
政
法
人

「放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
」

（千
葉
市
）
の
研
究
チ
ー
ム

が
９
日
、

東
日
本
大
震
災
に

伴
う

福
島
第
１
原
発
の
事

故
を
受
け
、

富
士
山
の
山
頂

な
ど
で

環
境
放
射
線
測
定

を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。同

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
と
、

環

境
放
射
線
測
定
を
行
う
の
は

同
研
究
所

・
放
射
線
防
護
研

究
セ
ン
タ
ー
の
保
田
浩
志
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
班
。

こ
れ

ま
で
も
富
士
山
頂
で
宇
宙
線

被
ば
く
線
量
の
測
定
を
行

っ

て
き
た
が
、

福
島
の
原
発
事

故
後
に
登
山
関
係
者
か
ら

「富
士
山
は
大
丈
夫
か
」
と

の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、

地
上
出
来
の

放
射
線
測
定
を
初
め
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

９
日
は
早
朝
か
ら
夕
刻
ま

で
の
約
１２
時
間
に
わ
た
り
、

吉
田
口
５
合
目

（標
高
約
２

４
０
０
肝
）
か
ら
山
頂
ま
で

の
登
山
道
で
、

携
帯
可
能
な

測
定
装
置
を
使

っ
て
ガ
ン
マ

線
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測
り
、

主

な
放
射
性
核
種
や
空
間
線
量

率
を
測
定
す
る
。

た
だ
、

天

候
に
よ

っ
て
は
測
定
作
業
を

延
期
、

中
止
す
る
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
。

畠
山
理
事
長
ら
は

「お
茶

へ
の
影
響
が
広
範
囲
に
及
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
も
、

放
射

性
物
質
は
気
流
に
乗

っ
て
拡

散
し
て
い
る
。

富
士
山
と
い

う

〃
タ
ワ
ー

〃
を
使
え
ば
、

上
下
方
向
の
分
布
デ
ー
タ
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
し
、

も
し
影
響
が
分

か
れ
ば
、

何
ら
か
の
警
報
発

信
を
考
え
た
い
」
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

今
夏
に
旧
富

士
山
測
候
所
を
活
用
す
る
研

究
は

「夏
季
の
オ
ゾ
ン

ｏ
一

酸
化
炭
素
の
特
性
」

「永
久

凍
土
」

「山
頂
で
の
身
体
動

揺
の
簡
易
測
定
の
有
用
性
」

「山
頂
の
ヤ
マ
ネ
」
な
ど
１６

分
野
。

過
去
最
長
と
い
う
５４

日
間

（１１
日
か
ら
９
月
２
日

ま
で
）
の
開
所
期
間
中
、

延

べ
３
３
０
人
の
研
究
者
が
参

加
す
る
見
込
み
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
気
象
庁
か
ら

同
測
候
所
の

一
部
を
借
り

受
け
て
進
め
て
い
る
活
動

は
、

今
夏
で
５
年
目
を
迎
え

る
。

測 候 所 を
活用する会

尭豊瀕鯨皓黒ょ2鵬 犠 麒 '繁
)

よるJヨ の環境放射能水準調査の結果の範囲内
で、健康への影響を心配する必要はないレベル

ぉ鰊

―ベルト毎時は人が受踊 時間当たり

静岡市の過去の変動幅は00281～00765マ イク
ロシーベルト銅時

と観測した時間
(3日午後5時～4日午後5時の関)

静岡市 0.04238繁務1概督挙前0嘲
下田市 0.0483(3日雑 5～6n寺)

沼津市 0.0427(4日 正午～年後1時)

磐田市 0.0450(4日 午後10～11日う

※水道水は毎週火曜日の測
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